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【背景】感音難聴の患者に対して、人工内耳埋め込み術により良好な成果が得られるようになっ
てきた。しかし、いわゆる高音急墜型の感音難聴など、従来の人工内耳は適応ならないが補聴
器では十分な補聴効果が得られない例が数多く存在する。そのような症例に対し、近年新しい
残存聴力活用型人工内耳が臨床に登場し、人工内耳埋め込み術においては残留聴力を保全する
ことが重要となっている。本研究は、モルモットにおいて蝸牛内リンパ電位（endocochlear 
potential : EP）を記録することにより急性期における人工内耳摸擬電極挿入の影響を検討し
た。 
【目的】人工内耳埋め込み術における電極挿入によるEPの変化を解明するため、蝸牛開窓時に
おけるEPの変化、蝸牛開窓部からの外リンパ吸引よるEPの変化、人工内耳摸擬電極挿入にお
けるEPの変化、について検討をおこなった。 
【方法】今回我々は、モルモットを用いて、人工内耳摸擬電極挿入時における蝸牛内リンパ電位
（EP）の変化を検討した。モルモットを、蝸牛開窓のみ（ｎ=4）、蝸牛開窓後に外リンパを
吸引（ｎ=5）、人工内耳模擬電極を鼓室階の長軸と平行に挿入（ｎ=7）、人工内耳模擬電極を
蝸牛軸方向に挿入（ｎ=7）の4つの群に分け、それぞれのEPを測定した。EPの測定は、蝸牛
の第二回転より経血管条法にて行った、20分後の値を比較し、統計学的に検討した。EP測定
後に側頭骨を採取し、組織学的に検討を加えた。 
【結果】蝸牛開窓のみの群ではEPにはほとんど変化がみられなかった。蝸牛開窓後に外リン
パを吸引した群では、 EPは吸引直後に若干の低下がみられた。しかしその後EPは徐々に回復し
,最終的には吸引前よりわずかに低い値にまで回復した。人工内耳模擬電極を鼓室階の長軸と平行
（書式１２） 
に挿入した群では、わずかに減少する程度であったが、人工内耳模擬電極を蝸牛軸方向に挿した
群においては、他の３群に対して著名な減少を示した。４群間のEPの値は、Kruskal-Wallis検
定およびScheffe’s testを用いた多重比較法いずれも、人工内耳模擬電極を蝸牛軸方向に挿入測定
開始20分後のEPの値が他の群より有意に低かった。組織学的検討では、すべてグループにおい
て蝸牛構造の明らかな変化はみられなかった。EPの著明な減少があったグループ4を含むすべて
のグループにおいても基底膜と血管条の構造は保たれていた。 
【考察】蝸牛開窓、20kPaという比較的弱い圧による外リンパ吸引、および鼓室階の長軸向軸に
対して平行に電極を挿入した場合はEP保存という面では比較的安全であることを示している
。また、蝸牛軸に向かっての挿入手技が蝸牛機能に有害であることが示された。 
【結論】残存聴覚の保存が求められる場合においては人工内耳電極の挿入方向が重要である。ま
た可能なかぎり、吸引の使用は最小限にすべきである。 
 
 
